
事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等
会費の募集 会費を納入頂いたことで、白子町住民に直接的・間

接的に社会福祉事業を支えてもらっている。
募集期間　１０月１日から３ヶ月間

会員の募集・会費納入の推進 （１世帯５００円） 会員総数　　　　　　２，４６９件
会費総数　　１，２３４，５００円

＜地域福祉事業＞
ボランティアセンター運営事業 地域福祉推進事業

　・ボランティア活動の促進
補助金・会費収入 　　　新規ボランティア登録者数　　　２名（個人ボラ有償含む）
　　　　　 　４８１，４０７円 　　　相談・斡旋　　　　　　　　　　３件
支出総額　　  ４８１，４０７円

　・福祉教育の推進
　　中学校６０，０００円　　小学校（３校）　各４０，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計１８０，０００円）
  ・ボランティア保険の加入　　５１８名

地区社会福祉協議会事業 小域福祉圏（関・南白亀・白潟地区社会福祉協議会）
補助金・会費収入 ・関フレンドサロン・夢サロン
                    ４４８，０００円 ・見守り活動・広報発行（年２回）
共同募金収入 　　　 ４２０，０００円 ・スマイルクラブと保育所の交流会助成
支出総額　　        ８６８，０００円 ・はがき慰問（年賀状送付）

  関５１名・南白亀１２１名・白潟１３３名
・アルミ・プルトップの回収
 令和２年度実績　      １８，１７５円

※関地区社会福祉協議会　　　337,000円 福祉教育関係
　南白亀地区社会福祉協議会  240,000円 [団体：関・南白亀・白潟地区社会福祉協議会]
　白潟地区社会福祉協議会    291,000円 [学校：関小学校・南白亀小学校・白潟小学校・白子中学校・茂原高校]

（福祉教育事業内容）
・はがき慰問（年賀状送付）

（福祉教育会議関係）
・福祉教育推進連絡会会議(書面）
・福祉教育プログラム企画部会(書面）
・各地区役員会開催、総会(書面議決）

・介護予防の取組み ・関地区社会福祉協議会サロン
　　（１）開催数１０回
　　（２）延べ参加人数　スタッフ含め１８７名
・南白亀地区社会福祉協議会サロン
　　（１）開催数３回
　　（２）延べ参加人数　スタッフ含め６８名
・白潟地区社会福祉協議会サロン
　　（１）開催数４回
　　（２）延べ参加人数　スタッフ含め５７名

令和２年度実績報告

各関係機関と連携して、小域福祉圏を核としてボラ
ンティア活動を中心にサロンの普及を図るととも
に、広報啓発を行い住民の参加意欲を高めた。新型
コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止月も多
かったが、開催中止の期間は、安否確認のための電
話連絡、手紙、訪問等、感染予防に努めながら行う
ことで参加者の不安軽減につながった。

各地区社会福祉協議会主催により、「友達作り・安否確
認・介護予防」を目的にサロンを実施し、健康に不安が
ある、各種相談をうけたい、心配がある参加者の情報を
受け解決やサービスに繋げている。

ボランティアの相談・登録・斡旋などを実施し、新
たなボランティアの発掘と育成を図った。例年開催
をしている各種ボランティア入門講座・体験講座は
コロナウイルスの観点から中止とした。



事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等

＜共同募金配分金事業＞
（１）赤い羽根募金（１０月１日から３ヶ月間）
目標額　２，０００，０００円
実績額　２，３１１，４３１円（達成率 １１５．６ ％）
件数　２，５９２件（自治会２，４６９件　その他 １２３件）

＜赤い羽根募金配分金＞ ＜助成事業＞
配分金収入　　２，０４０，０００円 ①地区社会福祉協議会助成（３地区）　　　　４２０，０００円
参加費収入　　　　　　　　６００円 ②社協広報　　　　　　　　　　　　　　　　３２０，１１３円
支出総額　　　２，０４０，６００円 ③敬老祝賀品　　　　　　　　　　　　　　　　８２，７１０円

④防災用備品代　　　　　　　　　　　　　　５８６，６３５円
⑤スマイルクラブ助成                  　　１００，０００円
⑥福祉器具貸し出し　　　　　　　　　　　　    ３，０００円
⑦民生委員調査費  　　　　　　　　　　  　１３２，６００円
子育て支援
⑧ほっぺの会助成 （幼児サークル）        　 ２０，０００円
⑨子育てサロン助成  　　　　　　　　　　  １１０，８７２円
　　子育てサロン開催数　２回
　　　　　　　　延べ参加人数　２５人（親子９組）
⑩貸出車椅子購入　　　　　　　　　　　　　２１７，８００円
⑪広報啓発事業　　　　　　　　　　　　　　　３９，１９３円
⑫事務用消耗品　　　　　　　　　　　　　　　　７，６７７円

　　合　計　額　　　　　　　　　　　　２，０４０，６００円
歳末たすけあい募金 （１）歳末たすけあい募金（１０月１日から３ヶ月間）
募金総額　　　 　 ５２７，７０８円 目標額　５３０，０００円
支出総額　　　　  ５２７，７０８円 実績額　５２７，７０８円（達成率９９．６％）

件　数　（自治会：２，４７１件　その他：６件）
①事務用通信費　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０８円
②各種団体支援
　　　障がい者福祉会ふれあい交流会支援　　　　　　　　０円
　　　レインボークラブ支援　　　　　　　　　３０，０００円
　　　ほっぺの会（幼児サークル）支援      　２０，０００円
③ボランティア連絡協議会　ゆうあい訪問慰問品配布
　　　　　　　　　　　　　　　　　支給額　　３０，０００円
④社協広報（発行月変更により一般配分金事業にて支出）　０円
⑤地域福祉活動助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　０円
（実施地区なし）
⑥剰余金　　　　　　　　　　　　　　　  　４４７，０００円
　　合　計　額　　　　　　　　　　　　　　５２７，７０８円

共同募金活動等の推進 地域福祉活動に不可欠な民間活動の財源確保と共
に、広報啓発活動及び地域福祉の積極的な取り組み
支援を図った。

町内各種団体の年末行事への支援を行った。

主な配分事業：敬老祝賀品・スマイルクラブ助成・
調査費・幼児サークル助成・地区社協助成・広報費
等



事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等

＜相談事業＞
心配ごと相談事業

補助金・会費収入　　７６，１４８円
支出総額　　　　　　７６，１４８円

弁 護 士 相 談　   ６件

結婚相談事業 （１）  相談所開設
　　　　　　　　　　　　相談者合計　２名

前年度繰越金   　　１７，８５８円 （２）  茂原市内婚活支援機関との連携
支出総額　 　 　　 １７，８５８円 　　　　　　　　　　　　連携数　１件

＜在宅福祉事業＞
給食サービス事業 毎月第２・４金曜日配達（年１９回）
補助金・会費収入 延配達数　　　　７８５名
                　３７８，１４２円 登録者数　　　　  ５１名
支出総額　　　　　３７８，１４２円

紙おむつ給付事業 支給月　４月・７月・１０月・１月（年４回）
補助金・会費収入 実人員                ３２名
　　　　　　　１，０６３，０５０円 延べ人員　　　　　　１３０名
支出総額　　　１，０６３，０５０円

外出支援サービス事業 運行件数　　　　　　２４６件
補助金・会費収入 利用者延べ人数　　１０３９名
　　　　　　　３，９２７，０００円 登録者数　　　　　  　２４名
事業収入　　　　　２２８，７００円
繰入金収入　　　　４２７，０５７円
支出総額　　　４，５８２，７５７円

受託金収入　　１，００８，０００円

支出総額　　　１，００８，０００円

＜貸付事業＞
貸付事業 生活援護資金（町）貸付

内　訳
前年度繰越金　１，１９６，８２９円 貸付件数：　６件
R２　貸付額　 　　１１０，０００円 貸付総額：１１０，０００円
R２　返済額　　　 １２３，０００円 貸付内容：生活保護支給までの生活費
利息収入　　　　　　７５，５３６円 　　　　　公共料金滞納分
繰越金　 　 　１，２８５，３６５円 相談延べ件数　４１ 件

千葉県社協貸付事業（事務費） 生活福祉資金・臨時特例つなぎ資金
県受託金収入　　　７８，４００円 貸付件数：　１件
支出総額　　　　　７８，４００円 貸付種類：緊急小口資金

貸付総額：　１００，０００円
相談延べ件数　３１ 件

相談所を開設し、現在の登録者や結婚について不安
をもっている方の相談を行った。
また茂原市認定の市民活動団体と連携し、広域的な
婚活支援活動を行った。

低所得者世帯へ援護資金を貸し付け、生活援護を
図った。

在宅の高齢者等で、介護保険制度の要介護４．５の
認定を受けた、常時失禁している方に年４回（４・
７・１０・１月）紙おむつを給付し、在宅介護及び
経済的負担の軽減を図った。

単独で公共交通機関を利用できない、概ね６５歳以
上の高齢者のみの世帯に対し、リフト付きのワゴン
車により「居宅から近隣市町村の医療機関、公共機
関等へ」の外出支援を行った。なお、コロナウイル
ス感染防止の観点より令和２年１１月より運行車両
を２台にした。

低所得者世帯・障害者世帯・高齢者世帯に対して資金
の貸付申請の支援、必要な相談支援を行い、その世帯
の経済的な自立と生活の安定を図った。

７５歳以上の一人暮らし高齢者に、令和２年度は
新型コロナウイルス拡散防止のため弁当調理を見合
わせ、６月から月２回事務局により慰問品を配達し
た。

住民の日常生活の様々な相談に対し、民生委員児童
委員、行政相談委員の協力を得て、相談者に助言し
たり、適切な機関へ紹介する等問題解決の手助けを
行った。また、第２水曜日は人権擁護委員も加わっ
た合同相談を実施し、幅広く問題解決に結び付け
た。

相談取扱件数　２２件
主な相談内容 財産８件、住宅３件、法律３件、家族２件、老人福祉２
件、医療・事故・離婚・その他各１件



事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等
千葉県社協貸付事業
（臨時特例つなぎ資金事務費）
県受託金収入　　　　３，０００円
支出総額　　　　　　３，０００円
　

千葉県貸付事業
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で生
活に困窮された世帯に対し生活費等の資金の貸付申請
の支援、相談に応じ必要な機関につないだ。

生活福祉資金（コロナ特例）

（コロナ特例資金　事務費） 貸付件数：　９６　件
貸付種類：緊急小口資金特例資金　　　　　　５７件

県受託金収入　　３３０，０００円 　　　　  総合支援資金特例貸付　　　　　　２４件
支出総額　　　　３３０，０００円 　　　 　 総合支援資金特例貸付(延長貸付)　１３件

　　　 　 総合支援資金特例貸付(再貸付)　　　２件
貸付総額：　２５，５７０，０００円
相談延べ件数　２０１　件

＜日常の生活支援＞
日常生活自立支援事業 ・福祉サービス利用援助事業
県受託金収入　　　４８９，０００円 ・財産管理サービス
利用料収入　　　　　４０，３００円 ・財産保全サービス
支出総額　　　　　５２９，３００円 ・新規契約３件、解約０件　・Ｒ３.３.３１現在利用者９名

＜心身障がい児（者）福祉の推進＞
車椅子　　　　　２４件
福祉カー　　　　  ９件

＜児童・母子福祉の推進＞
交通遺児援護事業 町内の保育所・小中学校の調査を行った。
（県社協）

＜団体各種支援＞
団体活動助成事業 福祉団体を助成し、活動を支援した。 （１）  民生委員・児童委員協議会　　　　　 　　　　　　　０円
受託金収入　　　 ４７５，０００円 （２）  母子寡婦福祉会　　　　　　　　　　　　 　７，０００円
支出総額　　　 　４７５，０００円 （３）  保護司会　　　　　　　　　　　　　　　 ８５，０００円

（４）  遺族会　　　　　　　　　　           １８４，０００円
（５）  障がい者福祉会　　　　　　　         １５０，０００円
（６）  更生保護女性会　　　　　　　　         ４９，０００円

義務教育中の交通遺児家庭に対して、図書券や激励
金又は奨励金を支給し、経済的援助を図る。

介護用品の貸出

高齢者、知的障害者、精神障害者などの判断能力が
不自由な者に対して、福祉サービスの利用に関する
援助等を行うことにより、自立した生活が送れるよ
うに支援する。

リフト付きのワゴン車や車いすを無料で貸し出し、
障がいのある方や高齢者の社会参加のための支援を
図った。



事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等

地域包括支援センター事業 1.  介護予防ケアマネジメント事業
（１）介護給付費延べ請求数  　　７９４名

受託金収入　２１，５５５，８１７円 （２）ケアマネジメントA　　　  ４７３名
プラン料収入　　　８５０，２１０円 ２． 総合相談支援業務
支出総額　　２２，４０６，０２７円 （１）  地域におけるネットワーク構築業務

・民生委員児童委員協議会との連携
・給食サービス実施時に見守り票作成

（２）総合相談事業相談総件数　　　　　延べ数:１，５４４件
≪相談内容内訳≫                      実相談：　 ３１６件
・寝たきり高齢者　　　　　　１３件　・一人暮らし高齢者　１７０件
・認知症高齢者　　　　　　１７１件　・介護に関する事柄　　５６件
・介護及び福祉サービス　    ２５６件　・保健及び医療　　　　５０件

・精神的支援                １３件  ・生活支援　　　　　　８９件
・状況確認                            ２８６件    ・関係機関調整　  　  ２６０件
・権利擁護及び成年後見　    　８件  ・消費者被害　　　　　　０件
・高齢者虐待（疑いも含む）　　８件  ・施設入所　　　　　　３５件
・介護方法（技術）　　　　　　１件　・苦情全般　　　　　　  ６件
・やむ得ない事由による措置    ０件　・個人の悩み事      　２７件
・家族間調整                             ９０件  ・その他　　　  　　     ５件

≪対象別相談件数　　　　　　　５６５件（延べ数）≫
・介護支援専門員           ４５件　　　　・サービス事業者      　 ９件
・主治医                             ４件　　　　・民生委員                   １６件
・近隣            　                 ７件　　　　・家族                       ２３４件
・当事者（利用者）    １０３件　　　    ・知人                         　６件
・関係機関                   １４０件　　　    ・その他              　       １件

≪一人暮らし・高齢者世帯等把握訪問≫　                  １２６件

≪方法別相談件数　５６５件（延べ数）≫
・電話３２７件　・文書０件　・来所７３件　・訪問１６５件
・その他０件
（３）認知症をかかえる家族会
開催数　４回
内　訳
・通常開催６回　※２回は中止
　
　※家族交流会サポーター訪問件数３件
・延べ参加人数23名
・ 内容：熱中症防止について　　　　　　　　　はまひるがお
         排泄ケア・紙おむつについて　　　　　福祉用具事業者
         新型コロナウイルス時代の感染症対策　薬剤師

・生活上の様々な課題を抱える高齢者に対して、適
切なケアマネジメントを行い、介護予防や生活改善
を図った。
・様々な問題を抱えている家庭へ、在宅生活の継続
及びサービス利用ができるよう助言や支援を行っ
た。
・１人暮らし高齢者の見守り・安否確認を行った。
・介護をしている家族に認知症の正しい理解と情報
を提供した。

＜介護保険　包括的支援事業（地域包括支援センターの運営）＞



事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等
         栄養と運動について　　　　　　　　  管理栄養士
         　　　　            　
３．権利擁護事業
（１）日常生活自立支援　　３件
（２）成年後見制度の活用及び支援　　３件
（３）高齢者の詐欺防止の対応
     民生委員に情報提供を行った。
    　＜千葉県警・消費者センターからの注意喚起事項＞

４．包括的・継続的ケアマネジメント支援業務
（１）ケアマネージャーとの意見交換（困難事例の支援含む）
　　実　施：年　２回（書面郵送にて実施)
　　期　日：４月２０日　２６事業所
　　　　　　５月２７日　２６事業所
（２）事例検討会
　　期　日：９月２８日　５事業所１１名参加

５．地域包括支援ネットワークの構築
（１）協議体への出席４回
　　期　日：６月２４日・８月２６日・１０月２９日・１月２８日

６．地域ケア会議
（１）模擬会議
　　　期　　日：９月１６日
　　　参加者：アドバイザー・介護保険係・地域包括支援センター
　　　　　　　理学療法士・薬剤師・保健師・訪問看護師・歯科衛生士
　　　　　　　管理栄養士・主任介護支援専門員・
　　　　　　　生活支援コーディネーター
　　　事例数：２事例
（２）地域ケア会議
　　　期日：１０月２８日
　　　参加者：作業療法士・理学療法士・薬剤師・訪問看護師
　　　　　　　歯科衛生士・管理栄養士・主任介護支援専門員
　　　　　　　生活支援コーディネーター・保険者
　　　　　　　地域包括支援センター・事業者
　　　事例数：２事例
７．認知症サポーター養成講座
※新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、中止。
８．介護保険運営協議会
　　期　日：８月１９日・１月１９日・２月１７日

　



事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等
在宅医療・介護連携推進事業 １．医療及び介護機関の資源の把握並びに在宅医療の情報をホーム

　　ページにて周知。
２．医療・介護連携研修会の開催及び課題の抽出
　　※新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、開催中止。
３．在宅医療介護連携に関する相談窓口を設置。
４．長生管内地域包括支援センター定例会において関係周辺市町村
　　と連携を図った。

いきいき健口教室事業 　開催数:７回（口腔・栄養指導）１０月～１２月
受託金収入　　　　　７０，８５３円 　参加数:延べ３３名  実参加者数６名
支出総額　　　　　　７０，８５３円

　

ふれあい幸民館事業 　開催数：１１１回
　参加数：延べ９１２名　利用登録者数２４名（R3.3.31現在）

受託金収入　　３，６１９，１７７円 　※新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、R2.4月及び5月は開催中止。
支出総額　　　３，６１９，１７７円 　　開催再開した６月からは時間を短縮(半日)し実施。

　※事業実施内容の変更に伴い、当該年度末にて終了。

介護予防の普及啓発 介護予防に資する案内チラシの配布
・合計85名へ配布する。

脳の若返り教室 　開催数：２０回
補助金収入　　　  ５３２，７７５円 　参加数：延べ３５４名　実参加者数１７名
支出総額　 　　　 ５３２，７７５円 　※新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、R2・5月は開催中止。

　通常10ヵ月コースの開催期間を６月～11月の6ヶ月コースに変更し実施。

　※事業実施内容の変更に伴い、当該年度末にて終了。

介護支援サポーター事業 ・合計登録者８名

受託金収入　　　　 １１，０００円 ・サポーター活動延べ時間１６８時間
支出総額　　　　　 １１，０００円 ・ポイント換金者３名

（千円：1名、2千円：1名、5千円：1名）
介護度重度化防止推進事業 　開催数：計 61 回
（健康倶楽部）

口腔機能訓練をすることで、口周りの筋力が強化さ
れ活舌も良くなり、唾液が出るようになり呑み込み
が良くなると共に食物が美味しく食べられるように
なった。教室参加後、日常生活の見直しをすると共
に、口腔の大切さを実感し周知する活動がみられ
た。（口腔　栄養）

くもんの読み・書き・計算・数字盤を実施すること
により、脳の機能を維持向上出来ており認知症予防
につながっている。
令和２年度はコロナ禍において教室開催期間を短縮
し実施したが、仲間と再会できた事や学習療法を再
開した事により『脳の刺激になる』『元気になる』
という声が学習者から多くみられた。

＜介護保険　総合事業  一般介護予防事業＞

総合的な介護予防を積極的に取り組むことにより、
日々の生活の中で自ら体を動かし行動するようにな
り、積極的に健康管理に気をつけるようになった。
同時に、要介護状態に移行しないよう歯止めとなっ
ている。令和２年度はコロナ禍において短縮した教
室開催を余儀なくされたが、半日であっても教室再
開出来たことにより仲間との交流機会を継続して持
つ事が出来た。

外出する機会の少ない高齢者に対して、介護予防を
目的としたレクリエーションや健康体操等を、歩い
て通える場所（自治区の青年館・公民館等）で行う
ことで、介護度重度化防止を推進する。

　開催地区：牛込東・浜宿東・幸治東・福島
　　　　　　浜宿下村南・南日当・北高根宮ノ台・古所西
　参加者数：延べ 351 名　　実参加者： 56 名

・コロナ禍で外出自粛の高齢者に対して介護予防に
関するチラシを配布する等の広報活動を実施した。

高齢者が介護支援サポーター活動を通して積極的に
社会参加し、地域貢献することを奨励するととも
に、高齢者自らの自発的な介護予防を促進する。

医療機関と介護事業所関係者の連携を図るために研
修会等を開催する必要があるが、コロナ禍において
開催する事ができなかった。



事　業　名 効　　果 主　な　実　績　内　容　等

＜介護保険　包括的支援事業（社会保障充実分）＞
生活支援体制整備事業 （１）協議体
受託金収入　  １，９６４，１１８円 ・令和２年６月２４日第１回協議体会議開催　会場：白子町公民館
支出総額　   １，９６４，１１８円 　内　容：①生活支援体制整備事業の推進プロセスについて

・令和２年８月２６日第２回協議体会議開催　会場：白子町公民館
　内　容：①事業展開モデル地区（自治会）の選定について
　　　　　②事業展開モデル地区へのプレゼンテーション内容について
　　　　　③事業展開モデル地区の設置行程について
・令和２年１０月２９日第３回協議体会議開催　会場：白子町公民館
　内　容：①生活支援体制整備モデル地区（八斗東自治会）実践の進捗について
・令和３年１月２８日第４回協議体会議開催　会場：白子町公民館
　内　容：①生活支援体制整備モデル地区（八斗東自治会）実践の進捗について
八斗東自治会への説明
・令和２年９月６日　　　生活支援体制推進モデル地区設定に際する説明会
・令和２年１０月１７日　「助け合いの仕組みづくり」打合せ会
・令和２年１１月２８日　「助け合いの仕組みづくり」打合せ会
・令和３年１月１０日　　八斗東自治会班長会議
・令和３年３月１４日　　八斗東「たすけあいチーム」チーム員会議
（２）生活支援コーディネーター
・令和３年２月２２日
・長生夷隅圏域生活支援コーディネーター・圏域別情報交換会へ出席
（３）地域ケア会議
・令和２年１０月２８日 出席

認知症初期集中支援チーム （１）相談件数　２１件
受託金収入　  　　　　　　　０円 　　　つなぎ先：医療５件・介護７件・ケアマネ６件・その他３件
支出総額　  　　　　　　　　０円 （２）認知症初期集中支援チーム該当者　５名

　　　チーム員会議数　１３回
（３）白子町認知症初期集中支援チームサポート医への報告・・１２回
　　　 期　日：４月２１日・５月１９日・　６月３０日・　７月３０日
　　　　　　　 ８月３１日・９月２９日・１０月２０日・１１月１９日
　　　　　　 １２月２４日・１月２６日・　２月１６日・３月９日
　　　 場  所：安藤医院
　　　 参加者：認知症サポート医安藤医師・
               白子町地域包括支援センター職員
（４）長生郡5町村認知症初期集中支援チーム事業担当者会議
　　　期　日：９月１０日
　　　場　所：長柄町
　　　参加者：白子町・長生村・睦沢町・長南町・長柄町担当者

（５）長生郡5町村認知症初期集中支援チーム検討委員会
       期　日：１１月１６日
       場　所：睦沢町役場
       参加者：白子町・長生村・睦沢町・長南町・長柄町担当者・
               担当課長・検討委員

  サポート医・保健師・介護福祉士・社会福祉士が
チーム員となり、認知症の人やその家族に訪問支援
等で認知症かどうか診断の支援をした。また適切な
医療・介護サービスを紹介し集中的に支援した。
（概ね6ヶ月）

高齢者の生活支援・介護予防の基盤整備を推進して
いく事を目的とし、地域において、生活支援等サー
ビスの提供体制の構築に向けたコーディネートを行
う。


